
令和３年度 那賀町

R4.11.19

意向調査の
準備作業

林地台帳システム
管理委託業務
GIS機能付加業務

4,235 4,235
「新たな森林管理システム」の施行
に合わせ、「林地台帳システム」の
機能強化を実施

個別詳細調査
　10,361ha

意向調査の
準備作業

森林資源解析業務 7,082 7,082 航空レーザー計測データの解析業務
解析面積
　3,000ha

意向調査の
準備作業

森林経営管理
システム
推進事務委託業務

1,298 1,298
意向調査の準備作業として、森林の
施業履歴の調査や森林所有者の特定
作業などを実施

個別詳細調査
　10,361ha

意向調査
とくしま南部地域
森林管理システム
推進協議会負担金

26,839 26,839
とくしま南部地域森林管理システム
推進協議会において意向調査の準備
作業及び意向調査や説明会を実施

個別詳細調査
　10,361ha

森林整備

私有林整備
　条件不利森林
　整備業務
　（協定間伐）

33,911 33,911

森林経営に適さない森林について、
切捨間伐を実施し、森林の機能向上
を図るとともに、原木の流通支援も
実施（協定による間伐）

約137haの森林整備

森林整備

私有林整備
　条件不利森林
　整備業務
　（集積計画）

1,958 1,958

森林経営に適さない森林について、
切捨間伐を実施し、森林の機能向上
を図るとともに、原木の流通支援も
実施（集積計画）

約8haの森林整備

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 税導入の効果【総括】

うち
当該年度の
森林環境譲

与税
（千円）

森林環境譲与税の使途（決算）

実績うち
他の財源
（千円）

【概要】
　税活用により、近隣市町や徳島県などと
　連携し「とくしま南部地域森林管理
  システム推進協議会」により設置
  された相談窓口「ハローフォレスト」
  の運営、制度の説明や意向調査を
  効率的に実施出来た。

・那賀町内全体簡易意向調査
  ：令和元年10月実施
　  町内を18ブロックに分ける。
・モデル地区個別詳細意向調査
  ：令和３年６月～
　（約10,300ha）回答率：約５４％
　約半数の所有者の施業意思の特定に
  つながり、来年度以降の新たな
  森林整備箇所を把握。

・条件不利森林の切捨間伐の実施
　　約145haの森林整備

・林業生産に不向きな住宅裏の里山整備
  として、地域の住民団体が高木の杉を
  伐採し低木の広葉樹を植栽する計画。



令和３年度 那賀町

R4.11.19

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 税導入の効果【総括】

うち
当該年度の
森林環境譲

与税
（千円）

森林環境譲与税の使途（決算）

実績うち
他の財源
（千円）

森林整備

私有林整備
　条件不利森林
　整備業務
　（森林保険）

1,104 1,104
森林経営に適さない森林について、
切捨間伐を実施後の災害等に備える
森林保険加入

約179haの森林保険
（R2森林整備分）

森林整備 危険木伐採事業 132 132
人家等の裏山など条件が悪く森林の
育成に不向きな箇所について、危険
な高木を伐採除去する事業を実施

危険木伐採
　２カ所
　◇杉30本、竹30本
　◇樫8本

森林整備 里山環境保全事業 209 209

集落等に近接した「里山」について
杉や桧などの高木を高さの低い広葉
樹等へ転換することで、日照時間の
確保や景観の向上を図る事業

造林
0.93ha

森林整備

森林施業のための
基盤整備
林業用機械購入事業
（機械・ﾓﾉﾚｰﾙ）

6,126 6,126
労働条件緩和のため遠距離の森林ま
でのモノレール設置支援

モノレール
(KS-302NT型6.0Ps)
乗用台車
(KRT-4ブレーキ付)
レール：５７６m

担い手確保対策 緑の雇用促進事業 5,706 5,706
「新たな森林管理システム」の施行
に合わせ「緑の雇用事業」による事
業体支援について支援を実施

６事業体（１７人）
に対して支援

担い手確保対策 雇用条件安定化事業 3,299 3,299

「新たな森林管理システム」の施行
に合わせ「緑の雇用事業」による社
会保険料、住宅手当、蜂アレルギー
対策を支援

６事業体
（累計１３４人）
に対して支援

担い手確保対策
新規林業就業者
支援対策

1,560 1,560
新しく那賀町内の林業事業体に就職
し、林業従事者となる方の移住支援
や個別研修支援対策を実施

６事業体
（１４人）
に対して支援

【概要】
　税活用により、近隣市町や徳島県などと
　連携し「とくしま南部地域森林管理
  システム推進協議会」により設置
  された相談窓口「ハローフォレスト」
  の運営、制度の説明や意向調査を
  効率的に実施出来た。

・那賀町内全体簡易意向調査
  ：令和元年10月実施
　  町内を18ブロックに分ける。
・モデル地区個別詳細意向調査
  ：令和３年６月～
　（約10,300ha）回答率：約５４％
　約半数の所有者の施業意思の特定に
  つながり、来年度以降の新たな
  森林整備箇所を把握。

・条件不利森林の切捨間伐の実施
　　約145haの森林整備

・林業生産に不向きな住宅裏の里山整備
  として、地域の住民団体が高木の杉を
  伐採し低木の広葉樹を植栽する計画。

【詳細】
　那賀町の森林率：９５％
　私有林人工林率：５７％
　那賀町は古くから「木頭杉」を中心
  とした木材生産が盛んな町である。
　しかし、近年は木材価格の下落や
　過疎化、高齢化の進行などから、
　不在村所有者が多くなり、その面積は
　那賀町森林の半数を超えている。
　また、那賀町の地籍調査の進捗率は、
　約３０％と遅れており、森林境界の
　明確化にも積極的に取り組んでいる。
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事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 税導入の効果【総括】

うち
当該年度の
森林環境譲

与税
（千円）

森林環境譲与税の使途（決算）

実績うち
他の財源
（千円）

林業就業者の育成 テクノスクール運営事業 9,324 8,255 1,069
新規林業就業者、那賀高校森林クリ
エイト科、既存林業従事者等に対
し、資格講習や安全講習などを実施

資格講習等：１３種類
参加人数：４２３人

林業就業者の育成 ドローン操縦養成講座 1,617 1,617

林業従事者や林業関係団体への従事
を目指す「那賀高校森林クリエイト
科」生徒へのドローン操縦養成講座
の実施

講座受講人数
：１８人（２年生）
：１９人（３年生）

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

木づかい住宅等推進事業 2,194 2,194
町産材の需要促進や地元定住促進に
向け、木造住宅部材（新築・改築）
について助成を実施

３棟
（新築1,増改築2）
　木材使用量

　４４．２m3

木質バイオマス
利用推進

森林バイオマス
アドバイザー事業

2,549 2,549
那賀町内における木質バイオマス利
用拡大に向け、アドバイザー（専門
家）と契約を締結し指導を受ける

木粉：170.5ｔ
Co2削減量：311ｔ

木質バイオマス
利用推進

木質バイオマス
利用促進事業

1,870 1,870

木粉バイオマスボイラー利用に関す
るモニタリング調査や木粉のバイオ
マス利用研究を実施し、Jクレジット
や木質バイオマスの普及啓発を実施

木粉：170.5ｔ
Co2削減量：311ｔ

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

木育支援事業 252 252
幼少期から木にふれあうための木製
品を購入し、町内で誕生した新生児
の1歳検診時に手渡しする

新生児２４人に
誕生祝品贈呈

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

木育広場整備事業 280 280
広場で遊ぶ園児等の拡大を図るため
に「木育広場」の機能強化のため
に、木製遊具等の購入や製作

町内３カ所の木育広場
年間５２８人の利用
（累計）

・町内の小学生等を対象に木工工作や
　森林環境教育を実施し、小学生や先生の
　森林や木材に対する意識啓発を推進。

・那賀町ではウッドスタート宣言を
　しており、新生児への木製品贈呈や、
　町内３カ所での木育広場の整備を
　行ったほか、町内施設に木製の
　プレートを配置しモニタリングを実施。

　
　意向調査の回答率については、
　モデル地区４地区の回答率が約５０％
　であり、次年度以降の森林整備に
　つなげていく。

・町産材の利用拡大による森林整備の
　促進を目的に、町内製材工場で製材
　された木材を使用した住宅の新築、
　改築支援事業を実施。

・製材等に向かない低質材のバイオマス
　利用を推進するためのアドバイザーや
　モニタリング調査の実施。
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事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 税導入の効果【総括】

うち
当該年度の
森林環境譲

与税
（千円）

森林環境譲与税の使途（決算）

実績うち
他の財源
（千円）

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

木製品等普及啓発
支援事業

397 397
木製プレートを制作し、町内関係施
設に配置し、意見を聞くほか、ＰＲ
を行う

ﾌﾟﾚｰﾄ、ｶｯﾌﾟ36枚
ビュッヒェプレート16枚
カッチィングボード2枚
を町内関係施設で展示

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

木育支援・普及事業
（町内事業）

1,537 1,537
町内の小中学校等が行う森林環境教
育や木育について支援や町内木造施
設ＰＲ、鑑定評価などを実施

イベント開催：17回
参加人数：２７０人
（累計）

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

おもちゃ美術館設計
（全額繰越）

18,920 18,920
那賀町において県南部の木育拠点と
なる施設整備を行うための基本実施
設計策定（全額繰越）

基本実施設計策定

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

おもちゃ学芸員
養成講座

1,355 1,355

那賀町内に「おもちゃ美術館」を開
設するにあたり、運営補助を担う
「おもちゃ学芸員」の養成講座を実
施

おもちゃ学芸員
認定数：２８人

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

木の駅事業 198 198

森林所有者等が製材等で利用できな
い不良木などを「木の駅」に出して
もらいバイオマス利用を図るととも
に出材者には地域通貨を発行

集荷木材
：５８ｔ

その他
（木材利用・
　普及啓発関係）

木材加工施設等整備支援 11,051 11,051

町産材を加工する町内木材加工事業
体の施設整備（新設・補強等）に対
して支援することで町内での加工量
を拡大する

木材加工、製材工場
等６事業体に支援

基金積立
（森林整備等）

那賀町林業活性化基金 22,277 22,277
市町村自らによる森林整備（市町村
森林経営管理事業）や木材利用に備
えた積立

・町産材の利用促進のために、町産材を
　加工する事業体の施設強化のための
　支援を実施。

・町産材の利用促進と、県南地域に
　おける「木育拠点」設置のための
　基金を積み立てた。

・町内の小学生等を対象に木工工作や
　森林環境教育を実施し、小学生や先生の
　森林や木材に対する意識啓発を推進。

・那賀町ではウッドスタート宣言を
　しており、新生児への木製品贈呈や、
　町内３カ所での木育広場の整備を
　行ったほか、町内施設に木製の
　プレートを配置しモニタリングを実施。

・令和4年度「おもちゃ美術館」開設に
　向けた基本設計を実施（全額繰越）

・「那賀町山のおもちゃ美術館」を開設
　するにあたり、「おもちゃ学芸員」の
　養成講座を実施した。
　（認定数：２８人）
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事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 税導入の効果【総括】

うち
当該年度の
森林環境譲

与税
（千円）

森林環境譲与税の使途（決算）

実績うち
他の財源
（千円）

167,280 166,211 1,069
※令和３年度森林環境譲与税額
　（Ｒ４への繰越事業含む）

148,360 147,291 1,069
※令和３年度森林環境譲与税額
　（Ｒ４への繰越事業除く）

令和２年度から
繰越事業

木育に向けた農村舞台新
規演目創出委託業務

1,980 1,980

全国一の現存数である那賀町の農村
舞台での人形浄瑠璃の演目に林業・
森林を基軸にした演目を創出するこ
とで、森林・林業の普及拡大を図る

人形作成1.0式
脚本作成1.0式
背景音楽・効果音
作成1.0式
舞台小物作成1.0式

令和２年度
繰越事業+
令和３年度事業
（繰越除く）

150,340 149,271 1,069
※Ｒ２からの繰越事業＋
　Ｒ３事業
　（Ｒ４への繰越事業除く）


